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2024.3.7 

地上デジタル放送システムの国際普及活動 

2024年度実施計画(案)  

デジタル放送国際普及部会 

デジタル放送普及活動作業班 

デジタル放送国際普及部会設置要綱に基づき、デジタル放送国際普及部会の下に設置した

デジタル放送普及活動作業班（以下“DiBEG”）では、同作業班構成員等(以下｢構成員等｣と

いう)の協力及び参加を得て、特別経費を適宜活用し、2024年度活動を実施する。 

1  基本方針  

DiBEGでは、ISDB-Tをめぐる状況の変化を踏まえて、2020年度にDiBEGおよびタスク

フォースの運営規約を改訂し、DiBEGの活動内容を以下のように規定した。 

一 ISDB-T の採用を検討している国に対する技術支援  

- ISDB-T 方式に関する情報提供  

- 技術セミナー、デモ等の実施  

- その他  

二 ISDB-T を採用した国(採用国)に対する技術支援  

- 国内規格の策定支援  

- 普及促進支援  

- その他 

三 採用国からなる ISDB-T コミュニティを維持、発展させるための活動  

- ISDB-T インターナショナルフォーラムに関わる活動  

- 次世代放送方式のコミュニティ内での調和支援 

- その他  

四 その他 ISDB-T の国際普及の支援に関連する事項 

2024年度も引き続き、この運営規約に沿って活動を進めることとしたい。具体的な活動

内容については、２節以降に記載する。 
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2  会議の開催等  

2.1  デジタル放送普及活動作業班（DiBEG） 

隔月を基本としてDiBEG会議を開催し、DiBEGの活動内容及び今後の活動予定等に関

する情報共有並びに活動に係る決定等を行うとともに、適宜、電子メール等を活用して構

成員等に対する個別の普及活動等に係る意見照会を行うことにより、円滑に活動を実施す

る。  

2.2  タスクフォース等  

① 採用国対応タスクフォース 

「採用国対応タスクフォース」において、特に本放送に向けた準備段階の採用国に対し

て、円滑なデジタル放送の実施のための規格案等の検討を行う。ISDB-Tインターナショナ

ルフォーラム技術調和文書やARIB／ABNT 共同文書の維持・管理を行う。また、各国に

JICA専門家が派遣されている場合、技術的な助言を適宜実施する。  

② 次世代放送検討国対応タスクフォース 

「次世代放送検討国対応タスクフォース」において、日伯共同作業部会等における放送

に関する議論を踏まえ、必要に応じて次世代の放送サービス等に関する意見の取りまとめ、

及び共同作業部会等における他国との協議等に関する支援を実施する。  

③ EWBS検討グループ 

「採用国対応タスクフォース」傘下に設置した「EWBS検討グループ」において、EWBS

の導入を検討している、もしくは、導入を決定した国に対して、円滑に導入／実用化でき

るように規格の検討や、導入／実用化等で適宜協力する。導入／実用化等の状況を考慮し、

議論を深めていく。 

このほか、DiBEGにおいて、特定の課題に関し、知見を有する構成員により集中的な検

討を行うことが効率的であると判断された場合、適宜新たなタスクフォース等を設置し、

必要な検討を行う。  

2.3  Web会議の活用  

DiBEGでは2016年度に電子会議システムを導入し、遠隔地にいる会員や有識者等の会

議への参加に利用してきた。2024年度も、当面作業班やタクスフォースの会議のみならず、

ブラジルSBTVDフォーラムとの会議等にも活用し、リアル会議とあわせハイブリッド形

式での開催を進めていく。 
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3  ISDB-T の採用を検討している国に対する技術支援  

当該国に対し、ISDB-T 方式の更なる国際的な普及を図るため、国と連携しつつ、相手

国からの要請に基づき、又は国際会議・国際展示会(ITU 関連会合、NAB／IBC等)の機会

等を捉え、必要に応じ専門家・関係者の派遣及びデモンストレーション等による ISDB-T

方式の採用の働きかけを適宜実施する。 ただ現時点で、2024年度に具体的な予定はない。 

4  ISDB-T を採用した国(採用国)に対する技術支援  

ISDB-T方式採用国における円滑なデジタル放送の実施及び展開のために、相手国にお

けるニーズに基づきデジタル放送設備の導入、国内標準規格の作成、放送サービスの全国

普及等の様々な段階に対応した普及・技術支援活動を実施する。  

4.1  中南米諸国に対する活動  

① 日伯ICT共同作業部会が開催される場合は、次世代放送検討国対応タスクフォースの検

討結果等を踏まえ、構成員等の積極的な参加・協力を通じて適切な対応を行う。  

② ブラジルテレビ技術協会(SET)の国際展示会は、コロナ禍後、2022年度、2023年度とも

に8月にリアル開催された。2024年度も同様にリアル開催される予定で、総務省と協力

しつつ、展示やコンファレンスへの対応を行う。 

③ SBTVDフォーラムと定期的な意見交換会を実施し、双方の最新の活動状況について情

報交換を図るとともに、日伯の次世代地上方式等についての意見交換を実施する。  

④ ブラジル以外の中南米諸国に関する共同作業部会、セミナー、展示会等についても、総

務省と連携しつつ、専門家・関係者の派遣等の適切な対応を行う。  

4.2  アジア諸国に対する活動  

① フィリピン、スリランカ、モルディブに関し、共同作業部会等への支援、セミナー等で

の講演を通して、適切な普及・技術支援活動を実施する。  

② フィリピン、スリランカ、モルディブにおける国内標準規格等の作成に関し、採用国対

応タスクフォースにおける検討等を通じ、適切な技術支援を行う。  
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4.3  南部アフリカ諸国に対する活動  

① ボツワナ、アンゴラにおいて、共同作業部会等への支援、セミナー等での講演を通して、

適切な普及・技術支援活動を適宜実施する。  

② ボツワナ、アンゴラにおける国内標準規格等の作成に関し、採用国対応タスクフォース

における検討等を通じ、適切な技術支援を行う。  

5  採用国からなる ISDB-T コミュニティを維持、発展させるための活動 

5.1  ISDB-T インターナショナルフォーラムに関わる活動 

ISDB-Tインターナショナルフォーラムは、技術調和会合を含め、採用国の事情により、

ここのところ開催されない状況となっているが、同技術調和文書については、引き続き関

係国と協力して維持・管理に努める。 

5.2  次世代放送方式のコミュニティ内での調和支援 

SBTVDフォーラムのTV3.0 CfPに対して、総務省、関係機関と連携し、次世代放送検討

国対応タスクフォースを中心に規格書の作成やPhase 3実験などに対応する。 

5.3  採用国への情報提供 

① ブラジルのSBTVDフォーラム等と連携し、ISDB-T方式採用国に対し、ISDB-T標準規

格文書等の情報をホームページ等を通じて提供する。 

② DiBEGのホームページに ISDB-T方式採用各国の取組状況に関する情報を掲載し、採

用各国間の情報共有に資する。 

6  その他 ISDB-T の国際普及の支援に関連する事項 

6.1  海外、国内を対象とした広報活動 

① DiBEGホームページ（以下、DiBEGポータル）に DiBEG Newsを掲載する等により、

インターネットを活用したDiBEG活動に関する広報を実施する。  

② 技術支援等の対象国のニーズやARIB標準規格・技術資料の改版状況を踏まえ、必要と

なる資料の翻訳及びパンフレットの作成等を適宜実施するとともに、国際会議・セミナ

ー等の機会を捉えて対象国にそれらを配布し、必要な情報発信を行う。  

③ SETの国際展示会、Inter BEE等の国際的な展示会等において、海外の関係者を対象と

したDiBEG活動の紹介・ISDB-T方式の優位性を訴求するデモンストレーション等を適

宜実施する。  

6.2  DiBEG会員を対象とした情報提供  
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DiBEGポータルの会員向けのページに、ISDB-T 方式採用国における放送関係の報道の

翻訳や、共同作業部会・セミナー等においてISDB-T方式採用国が提出した資料等を掲載す

ることにより、DiBEG会員に対する情報提供の充実を図る。  

6.3  他機関との連携等 

① 前節までに記載されている機関に加え、FoBTV、ATSC等などと適宜連携を図る。 

② 地上デジタル放送の国際標準化に関する事項について、ARIB放送国際標準化WGと情

報共有する。 

③ ISDB-T方式および次世代地上放送方式の規格に関する事項について、ARIB内開発部

会、IPTVフォーラム等と情報共有する。 

 

 

以上 
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付録１ 2024年度特別費予算 

 

2024年3月7日

（単位：円）

No 内　容 収　入 予　算 内訳 備　考

1 2024年度特別経費 8 ,200 ,000 ※２：１社退会申し出により、8,200,000円に減額

2 2023年度特別経費収支の繰越分 9 ,202 ,597 0 0 残高 0

3 ISDB-T採用国・地D高度化への技術支援、情報提供、調査広報費 11 ,689 ,000

ISDB-T採用国、地デジ高度化に向けた
 ・セミナー、展示会等の対応費　※１
 ・技術支援、調査広報費、調査広報活動費
 ・パンフレット製作費、DiBEGポータルサイト関連、通訳・翻訳費
　※１：展示機材、展示パネル製作費を除く

4 528 ,000 DiBEGポータルサイト管理費

5 8 ,000 ,000
NAB/SETEXPO 2024 展示会参加, ブラジルTV3.0対応などの対応費 　※１

6 2 ,500 ,000 DiBEGポータルサイト改修・強化対策費

7 661 ,000 その他

8 展示会・機材等の関連経費 1 ,980 ,000 ・機材・ﾉﾍﾞﾙﾃｨ購入費、展示機材ﾚﾝﾀﾙ費、展示ﾊﾟﾈﾙ製作費等

9 1 ,400 ,000
・SET EXPO2024展示会+ ブラジルTV3.0などの展示機材ﾚﾝﾀﾙ費、展示ﾊﾟﾈﾙ製
作費　（ 現地での通訳費含む）

10 400 ,000 DiBEGパンフレット作成（翻訳含む）、ノベルティ作成費用など

11 180 ,000 その他

12 その他の経費 970 ,000 通信運搬費、雑費等

13 予備費 2 ,763 ,597

合　計 17 ,402 ,597 17 ,402 ,597

地上デジタル放送システムの国際普及活動
2024年度特別経費予算<案＞


